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Ⅳ-53  ψ げ二“:と資tするコンクリ́ 卜颯た銅惨に関する欠験

沖だ夫拳工挙瘍p ェ ゑ工欅大沐‐lな

索吸粋忽行屯狭 工 資 0在 珠 尚

か   上   ェ 資  本 ォ花を

)11庁夕工業K、K、工資  繁 だ̂ ´

全   上  正 資 系 曰照男

回  またバき

索ツ賓神′2行乾抜降おぃてと十ムヤの夕“大阪家連絡年は口教え“砕令で忽人ワ史場(イキ進l・おぃマ.え

東力こ絲にイタ史されろ折幹絲連絡灰LJを で`ことt・fり )の 迄綴
隠ズのホ´ム上に子めこ

窃商嬌の橘″ε衆としておそことになつた。

そこでな々の牌之似天につき、レヒリ研々 計の修衆、ホ
´ムしだ怖'フhl にヽして上却溝とを

解全に支≧、た工が多ぞ外機Lも探好ttの として、コンクリ́ 卜歿れ狗彦れを株暉
した.

3′絃格との内、イ)じ輸鷹(%カセ玖ける場合にクいくば、索隕ねケを行屹珍火係が之下丈歿《額

| `方ヽヽマえ″1もあ 9 蓼 た  こ れ に画す ら輿験
にっヽヽ 7 なヽ、 す ぞに才/ι口´次講姦か にあ`

ぃて
″
如彰コンアリートひ戌羅 |`画すろ2,3の美験″ と

して報をされている。

し夕ヽ し、 口げ
'庄
そ%甚 後tケわ蒻%κ>に クヽヽマt`  え移可ろケく、 た/7鉤1‐る不θ月ケれ

・ヽ夕しヽのて
｀

多支針 l・旅 して1ま 曹 tゲ毛″メントについてt`、 コ
ン/け ´ 卜はオ底れ し

rj―ぃるのとしマ た ｀

力汁第1行な 1ヽ フ1{t腋型株グ体(・より 前 記涎駿
の法嫁1沢″ そ のをな性を″涎すら

とヒ`に、′級脇と絨としてのコングリ́ 1娘た如ンのみイおよダ イ え二
の捲′た資料を

猾多3ヒ■曰夕″Zレマ、りι和"そ β月o ら`//月にわたって や だ大子工`匂
乃=みぃマ、栄

駿 を美た した。

□ 実験内なおよダ労琺
/́    試 験嫁雀げ粋/大 肇工挙初のオ|しど

｀
シフθトン圧縮詢げ熱劾 L夜隔した。

秩久体に■(%力と曲げ毛´メントを日″1'カロ2ろえめ 女 鷹放を

●  腋 試クトの向昴1`旅竹け、若●
のィ,甲る忽t秩試体の勒蕉象に'4して格

1じするようにした。

供試 体 は外絶 2 / `、3に  移 ス ノク″
移  移 こ よ∂颯  お よダ ″

―

の該鶏孝ろ岡惨、今針/3本に、のイ″ 力 、3Sοン 、 およダ、′″笏

の3絃 類の形たのコンタリ´卜1猿 ね レたものでみう。

しれらの秩れイ本にヤ|じ勃皮そ%存り、なたt,商lじ`二緒々芝 (橘|げ

2、2 /′ ひ́し 4′ t,2′′″)2"≧ ク・ こ のうち、格|じ`/′、′“
ル

とZ′′"の 場 珍H 'は 、 口 tゲ毛
′ メ
~ /卜 1多■ フて、 〆“後 に大 を
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み か 力 [多 げる。

/   如 彦のタト教衝の徹 およダ、腋方向
のみずみそを、乾久払月ば梁

夕ずォイ盆 ´"の次覆体て`は、業にコンタリイトヤ|`Z≧オれ

′毛二,レドデークにより、コンクリ́ 卜の資たが何?いずケそ1カ1
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たした。なた供れ体のヤ火共にかける、 たわケatダ ィマルデ
ーク(うより 数1たしZ.

回 髪駿鮨梁L2′3のな索

崚薇春ヤ火占後の如移内衝から、3れのた護じみ計けた、毛
″|レドデ́ グぞ夕1たしたコ

ンタリントのみゲヶ′と、如啄タト欲のストレング`́
‐/によるa置杉のひず″多しのたバ ほ

ビ′たグめらしとがら 鮨 ヴι´チント1●ふつマ歯午緬 {・′1嫁んカル生じマリ、勿形
の多勧去

解浸"で
｀
は、勿移内aと コンタリントとの、す

｀
わ嗜 ほ とんどr.ぃものと考えられゎ.

´労′1霰イタ1ぞほコンクリ´卜にタラックかを上していらしと,ヽ 雄然
さわゐ_

さら1`お″ル欠き4r∫り a颯形の多ψ鋼れPaなt32ろ ヒ、わ酬ηヒ

コンクリイト2の″箔へ tチクトれろヵ
い、忽とtう織力たヽ仏千するこ

し、■r」‐″、フた.

核ねコンタリ´卜の形堺生後瓶t`.ひず2/‐の地火|`Zιヶフマ城

少レていてた こ れ“んネ準イ女をベクトわ形1生係遊くの変イヒZ啄 (ゲ同じ″資

ねtス レていう。従フて鋼形の後ね″ヽ1 着 夕均″′にとも
rJ―つて大

きくなろ。 この場合′夕1生イ余菱に以■πは、 夕～/′の間ぞ婢咋シ惚していう。

このことは、ヤえ茨のたわ片バ、曲げ毛´メントの増″口とと考に、

詢峰的に彪/7rしてしヽくじとがらも催′1●れら。

族ねコングリントの薇及′い仏しヽ″夕ヽ 場調ツの後珈2″大きい力
・薇

ためたt宇ビ、をみしく、ィな、ヽ し れば如惨ぞ呵口を洵来されたコ

ンクtlントは た お彰ほ 強 浜の仏νヽコンタ!|″卜ざめ、かr●
―りつ

杉及t僣杉ム衆ら鮨梁と考えられら. (鉄久体の腋"負カミ″色)

日 &論
①本興策のように、商堵乞タスロなえ鷹族ぞ洵れうれたコンタ1ル ト埃に勿啄では、人全

な切tゲι′メントを亥けた、断面に=1霰あ力t生 じら場合グι、圧《%核1におぃては、列彰

の弾性畝ゑ由ぞは、如鯵とコンクリ´卜のイあば、 1`tグえなか、列フとコンクリ
ートはス

ロレて、動″御力方∫ベ ロヴZ´ チントに“≧ううと考えられう。

②塑性獨以にかけらコンクリイト承ね知移の 詢 げί メントにイすらス大針力1■、ヤ

′り岡惨にただて、つ`r3-り大壼い。

③コングリ́ 卜の形に1■よっで、T41性をЙ″ ヤ レタ調杉よりも、 たわン老t裁 うす二と

卜虫久ろヒq峰 に、夕|た額以におけうたわンのたなケ斃大しも、あら雀及、払れ し僣うよ

うに洛われう。

国   ぁ とヵ、き

今口の巣力2嗜夕え場父核多t、2ず しもヨタヤic金均疑しZものぞなく、刈々恋クトの発気t/n‐ヽ、ので

効漁“ネむ猜t痺きた■のば口解であつたた 今後この絃の麻動 の解竹rっいてのふJ輸勺

r」́資料とrJ_れてゲ孝こであら.
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